
昭
和
54
年
に

第
1
次
総
量
削
減
が

策
定

窒
素
と
リ
ン
が

対
象
項
目
に
追
加

東
京
湾
や
伊
勢
湾
、
瀬
戸
内
海
を
は
じ
め
と
し
た
閉
鎖
性
水
域
の
水
質
改
善
を

促
す
た
め
、
環
境
大
臣
が
5
年
ご
と
に
策
定
す
る
総
量
削
減
基
本
方
針
（
以
下
、

総
量
削
減
）。
平
成
13
年
に
策
定
さ
れ
た
第
5
次
総
量
削
減
か
ら
は
、
従
来
の
化

学
的
酸
素
要
求
量（
C
O
D
）に
加
え
、対
象
項
目
に
窒
素
と
リ
ン
が
追
加
さ
れ
た
。

閉
鎖
性
水
域
は
、
生
活
・
産
業

排
水
が
滞
留
し
や
す
く
、
特
に
人

口
や
産
業
が
集
中
す
る
地
域
で

は
、
水
質
汚
染
が
進
み
や
す
い
傾

向
に
あ
る
。
昭
和
54
年
に
は
、
汚

濁
の
著
し
い
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、

瀬
戸
内
海
な
ど
を
対
象
に
、
第
1

次
総
量
削
減
を
策
定
。
化
学
的
酸

素
要
求
量
（
C
O
D
）
を
対
象
項

目
に
、
4
次
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
汚
濁
負
荷

平
成
13
年
に
策
定
さ
れ
た
第

5
次
総
量
削
減
の
対
象
項
目
に

は
、
新
た
に
窒
素
と
リ
ン
が
追

加
。
環
境
問
題
と
さ
れ
る
富
栄
養

化
の
原
因
と
な
る
窒
素
と
リ
ン

を
発
生
源
で
削
減
す
る
こ
と
で
、

閉
鎖
性
水
域
の
さ
ら
な
る
水
質

改
善
を
求
め
た
。
平
成
28
年
に

は
、
第
8
次
総
量
削
減
が
策
定
。

引
き
続
き
、
水
環
境
の
改
善
に
必

要
な
事
項
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
時
代
背
景
に
、

浄
化
槽
に
お
い
て
は
、
窒
素
や
リ

ン
を
除
去
す
る
高
度
処
理
型
製

品
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

事
務
所
や
工
場
の

し
尿
系
中
心
の
排
水
を

適
切
に
処
理
す
る
に
は

2号連続特集

量
の
削
減
に
つ
い
て
は
一
定
の
効

果
が
認
め
ら
れ
た
が
、
環
境
基
準

達
成
率
に
つ
い
て
は
十
分
と
は
言

い
難
い
状
況
が
続
い
た
。

▲内湾の工業地帯

し尿系中心の排水から
窒素とリンを除去する処理方法

リンを除去窒素を除去
■鉄電解法■生物学的硝化脱窒法
汚水中の鉄板に電気を
流すことにより、電極か
ら鉄イオンが溶出。鉄イ
オンと水中に溶けてい
るリンが結合され、リ
ン酸鉄として沈殿。清
掃時に余剰汚泥と一緒
に搬出する。

■凝集沈殿法
汚水中のリンを凝集剤
の金属イオンと反応さ
せ、沈殿物を形成。清
掃時に余剰汚泥と一緒
に搬出する。

事務所や工場のし尿系中心の排水は、高濃度の窒素とリンが含まれるため、
汚濁負荷量も高くなる。そのため、窒素、リン除去性能を有する高度処理
型浄化槽の整備促進が重要に。

硝化反応で作られた硝酸と亜硝酸を、溶存酸素のない脱窒槽に移送。槽内の脱窒菌が、硝酸や亜硝酸と結合
している酸素を使って、有機物を水と炭酸ガスに分解。その過程で、窒素はガスとして大気に放出される。

流入水の窒素濃度が高くな

ると脱窒反応に必要な有機

物の消費量が大きくなり、有

機物量が不足する。脱窒に

は有機物が窒素の3～5倍

程度必要なので、それを補

うため、有機炭素源（メタノ

ール）を添加する。

流入水の窒素濃度が高くな

ると硝化反応で生成される

酸（H+）が多くなり、硝化反応

に必要なアルカリ分の消費

量が大きくなる。この不足を

補うため、アルカリ源（水酸

化ナトリウム）を添加する。

（1）	 水 泥 新 聞	 2018 年（平成 30年）4月 5日	木曜日　発行
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▲膜ユニット交換の様子

窒
素
・
リ
ン
除
去
型

高
度
処
理
浄
化
槽

従
来
の
50
人
槽
以
下
の
浄
化
槽

は
、
住
宅
系
排
水
を
対
象
と
し
て

い
た
た
め
、
し
尿
系
が
中
心
と
な

る
事
務
所
の
排
水
処
理
に
十
分
な

機
能
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
も
。

そ
こ
で
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
は
、
効
率

的
に
窒
素
を
除
去
す
る
た
め
の
生

し
尿
系
中
心
の
排
水
に
対
応
し
た

業
界
唯
一
の
し
尿
系

排
水
対
応
浄
化
槽

精
密
ろ
過
膜
を
採
用
し
た

高
性
能
な
浄
化
槽

■さまざまな機能で安定した性能をサポート■3つのオプションで維持管理をサポート

PM型の安定した性能と維持管理をサポート

物
学
的
硝
化
脱
窒
法
と
、
リ
ン
を

除
去
す
る
た
め
の
鉄
電
解
法
を
採

用
し
た
C
R
X-

G
型
を
開
発
。

日
本
で
は
じ
め
て
と
な
る
、
し
尿

系
排
水
に
対
応
し
た
高
度
処
理
型

浄
化
槽
と
な
っ
た
。

開
発
に
は
、
環
境
賞
や
中
日
産

業
技
術
賞
を
受
賞
し
た
C
R
X

型
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
メ

タ
ノ
ー
ル
や
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
添
加
装
置
を
標
準
装
備
。
薬
液

投
入
は
、
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
タ
イ

ム
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
夜
間
や

施
設
の
休
業
日
な
ど
少
水
量
時

に
も
対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

共
同
住
宅
、
ホ
テ
ル
、
工
場
な

ど
、
建
築
用
途
に
合
わ
せ
た
仕
様

が
用
意
さ
れ
た
、
凝
集
剤
添
加
型

膜
分
離
活
性
汚
泥
方
式
の
PM
型
。

窒
素
と
リ
ン
を
除
去
す
る
た
め
、

生
物
学
的
硝
化
脱
窒
法
に
加
え
、

凝
集
沈
殿
法
を
採
用
。
精
密
ろ
過

膜
を
組
み
込
ん
だ
高
性
能
な
浄
化

槽
で
、
従
来
の
製
品
に
比
べ
高
濃

度
活
性
汚
泥
運
転
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
パ
ク
ト

設
計
な
う
え
、
処
理
水
が
良
好
で

安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

■膜保証システム
破損した膜の枚数
に関係なく、毎月
の定額費用内で膜
の交換が可能に。
突発的な膜破損が
発生した場合でも、
安定した処理施設
の運用ができる。

■部品供給システム
毎月、定額を積み立てることで、交換が必要となる膜カー
トリッジやチューブ、押えゴムを定期的に供給。10 年間
で 30% のコスト削減につながるケースもある。

■運転状況の遠隔監視システム
膜保証システムや部品供給システムのオプション。遠隔
監視装置を設置して運転データを監視することで、週 1
回実施する保守点検回数を 2週間に 1回へと変更できる
ため、保守点検費用の削減が図れる。

※仕様により装備される機能は異なる

立ち上げ運転モード
運転初期の維持管理をサポート。

長期休暇モード
休暇の設定をすると、期間中の循環水量や薬液添加量を自動調整し、水質悪化を防止。

循環ポンプインバーター制御
循環ポンプをインバーターで制御することで、循環水量を調整する精度がアップ。
効率的な窒素除去が可能。

メタノール添加装置
有機物（メタノール）の添加により、有機炭素源を補い、脱窒反応を促進。

水酸化ナトリウム添加装置
アルカリ源（水酸化ナトリウム）の添加により、pHを調整。

推奨運転お知らせ機能（流入水量測定装置採用）
精度の高い水量測定により、最適な運転方法をお知らせ。

負圧及び膜間差圧の常時監視装置
負圧及び膜間差圧を常時監視することで、膜の目詰まり状況の変化を
リアルタイムで監視が可能。

PM型
（51〜4,000人槽）

CRX-G型
（5〜90人槽）

放流水質
BOD
COD
SS
T-N
T-P
n-Hex
大腸菌群数

5mg/L 以下
10mg/L 以下
5mg/L 以下
10mg/L 以下
0.5mg/L 以下
5mg/L 以下
100 個 /㎤以下

（一財）日本建築センターによる性能評価値

▲有機炭素源（メタノール）とアルカリ源（水酸
化ナトリウム）の添加設備

放流水質
BOD
SS
T-N
T-P
大腸菌群数

10mg/L 以下
10mg/L 以下
10mg/L 以下
1mg/L 以下
3,000 個 /㎤以下

（一財）日本建築センターによる性能評価値

（2）	 水 泥 新 聞	 2018 年（平成 30年）4月 5日	木曜日　発行
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